
はじめに
島根県と鳥取県は中国地方にあって日本海に面

する．両県はそれぞれ東西で接し，島根県は山口

県と広島県，鳥取県は広島県，岡山県，兵庫県と

も接している．両県の面積はそれぞれ６，７０７km２と

３，５０７km２である．両県とも日本海沿岸には大きな

湖沼があり，島根県には宍道湖と中海，鳥取県に

は東郷池と湖山池が存在する．両県沖の日本海に

は，九州南西沖で黒潮から分派した対馬暖流が流

れ，島根半島沖には隠岐諸島がある．一級河川と

して，島根県は斐伊川，江の川，高津川，鳥取県

は千代川，天神川，日野川を有し，これらの河川

はすべて日本海に注いでいる．

筆者らは，近年，広島大学を拠点として，本州

西部を中心とする西日本において，魚類寄生虫に

焦点を当てた水族寄生虫の研究を実施し，この地

域における水族寄生虫相の解明を進めている．こ

の研究では，独自の調査研究を行うばかりでなく，
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先行研究の知見を積極的に収集・整理して，西日

本各地における水族寄生虫目録の刊行も大きな目

標としている．こうした背景により，本目録は広

島県（長澤・新田，２０１２）に次いで，島根・鳥取

両県の水族寄生虫に関する知見を整理したもので

ある．本目録に収めた情報は１９２４～２０１４年の９１

年間に出版されたものであり，１９２４年は藤田経信

博士（北海道帝国大学）が島根県産フナ属の１種

から粘液胞子虫類（ミクソゾア類）を最初に報告

した年である．

本目録には，メタモナダ類，ユーグレノゾア類，

繊毛虫類，微胞子虫類，ミクソゾア類，吸虫類，

単生類，条虫類，線虫類，ヒル類，エラオ類，カ

イアシ類，ワラジムシ類に属する寄生虫の情報が

含まれる．各寄生虫の情報はふたつのリスト（寄

生虫－宿主リスト，宿主－寄生虫リスト）に分け

て示されている．

寄生虫－宿主リストにおける各寄生虫の情報に

は，最新の学名，異名，宿主，記録を含み，淡水

魚類，汽水魚類，海水魚類からの報告種にそれぞ

れ（F），（B），（M）を付した．また，標準和名を有

する種ではそれを示し，吸虫類のメタセルカリア

が寄生する場合には，その旨を記した．異名の項

には，島根・鳥取両県で記録された際の寄生虫名

が最新のものと異なる場合に，その名前と報文情

報（報告者と発表年）を示した．宿主の項では，

各寄生虫が得られた魚類名に続き，括弧内に寄生

部位を記した．寄生部位の情報を欠く場合には－

で示した．宿主として報告された魚類の掲載順序

は中坊（２０１３）に示された魚類の目と科の順番に

従っている．過去の報文には，中坊（２０１３）に掲

載されていない学名がしばしば見られるが，その

場合にはまず中坊（２０１３）による学名，続いて報

文に記された学名を括弧内に示した．なお，過去

に「Carassius vulgaris」（Fujita，１９２４），「フナCar-

assius carassius」（影井，１９６３），「フナ」（高橋，

１９６７），「マブナ」（鈴本，１９７４a）と報告されたフナ

属魚類は，本目録では「フナ属の１種 Carassius

sp．」として扱った．それは，報告されたフナ属魚

類が島根・鳥取両県に生息するゲンゴロウブナ，

ギンブナ，オオキンブナ（細谷，２０１３）のどの種

に相当するか不明であるためである．記録の項で

は，各寄生虫を記録した報文情報を記したあと，

括弧内に原著で報告された産地を示した．原著に

産地の情報が示されていない場合には－で示した．

また，ひとつの寄生虫が複数の報文で報告された

場合には，古い報文から順次番号を付けるととも

に，宿主の項において各報文が報告した宿主を区

別するために，宿主名に続く寄生部位のあとに番

号を付した．備考では，当該寄生虫の他県におけ

る分布や参考文献などを記した．

宿主－寄生虫リストは県別に示した．魚類の分

類体系（中坊，２０１３）に基づき，各魚種を目と科

ごとにまとめ，各科において魚種を五十音順に並

べた．各魚種から記録された寄生虫は分類群ごと

に記した．各魚種の学名と標準和名は基本的には

中坊（２０１３）に従った．

寄生虫－宿主リスト

メタモナダ類Metamonada

Hexamita sp.（F）

宿主（寄生部位）：ニジマスOncorhynchus mykiss

（消化管）

分布：島根県

記録：村上 １９８２（養魚場）

ユーグレノゾア類 Euglenozoa

Anisonema acinus Dujardin,１８４１（B？）

宿主（寄生部位）：マハゼ Acanthogobius flavi-

manus（鰓）

分布：島根県

記録：鈴本１９７４b（宍道湖）

Colpodella edax（Klebs,１９８２）（B？）

異名：Bodo edax（鈴本,１９７４b）

宿主（寄生部位）：マハゼ Acanthogobius flavi-

manus（鰓）

分布：島根県

記録：鈴本１９７４b（宍道湖）

Ichthyobodo necator（Henneguy,１８８３）（F）

異名：Costia necatrix（佐野,１９６６; Sano,１９７０）

宿主（寄生部位）：ニジマスOncorhynchus mykiss

長澤 和也・片平 浩孝・新田 理人
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（鰓）

分布：鳥取県

記録：佐野１９６６（淀江養鱒場）; Sano１９７０（淀江

養鱒場）

繊毛虫類Ciliophora

Chilodonella sp.（F）

宿主（寄生部位）：ニジマスOncorhynchus mykiss

（鰓）

分布：鳥取県

記録：佐野１９６６（淀江養鱒場）

備考：Nagasawa et al．（１９８７）は本種を Chilo-

donella piscicola として扱った．

Ichthyophthirius multifiliis Fouquet,１８７６［和名：ハ

クテンチュウ（白点虫）］（F）

宿主（寄生部位）：ニジマスOncorhynchus mykiss

（鰓）

分布：鳥取県

記録：佐野１９６６（淀江養鱒場）

Trichodina sp.（F, B）

宿主（寄生部位）：マハゼ Acanthogobius flavi-

manus（鰓）

分布：島根県

記録：鈴本１９７４b（宍道湖）

微胞子虫類Microsporidia

Microsporidium seriolae Egusa,１９８２（M）

宿主（寄生部位）：ヒラマサ Seriola lalandi（筋

肉）

分布：島根県

記録：岡本２０１１（遊漁者）

Microsporidium sp.（M）

宿主（寄生部位）：メダイ Hyperoglyphe japonica

（筋肉）

分布：島根県

記録：岡本２０１１（中海）

Spraguea americana（Takvorian and Cali,１９８６）（M）

宿主（寄生部位）：キアンコウ Lophius litulon

（脊椎骨周辺）

分布：島根県

記録：岡本２０１１（流通業者）

備考：本種に関する情報は Freeman et al.（２００４）

で得られる．わが国では本種は日本海と太平洋に

分布する（Freeman et al .,２００４；岡本,２０１１）．

ミクソゾア類Myxozoa

Henneguya spatulata Fujita,１９２４（F）

宿主（寄生部位）：フナ属の１種 Carassius sp.

（＝Carassius vulgaris）（腎臓，脾臓）

分布：島根県

記録：Fujita１９２４（－）

備考：本種は島根県のほか，福岡県で採集され

たフナ類からも見出されている（Fujita，１９２４）．

Henneguya sp.（F, B）

宿主（寄生部位）：マハゼ Acanthogobius flavi-

manus（鰓）

分布：島根県

記録：鈴本１９７４b（宍道湖）

Kudoa sp.（M）

宿主（寄生部位）：スズキ Lateolabrax japonicus

（筋肉）

分布：島根県

記録：岡本２０１１（日本海：浜田市沖）

Myxobolus ellipticus（Fujita,１９２４）（F）

異名：Lentospora elliptica（Fujita,１９２４）

宿主（寄生部位）：フナ属の１種 Carassius sp.

（＝Carassius vulgaris）（腎臓，脾臓）

分布：島根県

記録：Fujita１９２４（－）

備考：本種は島根県のほか，福岡県，香川県，

高知県，滋賀県，茨城県，山形県，秋田県，北海

道で採集されたフナ類からも見出されている（Fu-

jita,１９２４）．本種は Nagasawa et al .（１９８７）により

本属に移されMyxobolus elliptica とされた．その

後，Landsberg and Lom（１９９１）によって種小名が

ellipticus に修正された．

島根・鳥取県産魚類の寄生虫目録（１９２４－２０１４年）
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Myxobolus sphaericus（Fujita,１９２４）（F）

異名：Lentospora sphaerica（Fujita,１９２４）

宿主（寄生部位）：フナ属の１種 Carassius sp．

（＝Carassius vulgaris）（腎臓）

分布：島根県

記録：Fujita １９２４（－）

備考：本種は島根県のほか，高知県，茨城県，

北海道で採集されたフナ類からも見出されている

（Fujita，１９２４）．本種はLandsberg and Lom（１９９１）

によって本属に移された．

Trigonosporous acantnogobii Hoshina,１９５２［和名：

サンカクホウシムシ］（F, B）

宿主（寄生部位）：マハゼ Acanthogobius flavi-

manus（鰓）

分布：島根県

記録：鈴本 １９７４b（宍道湖）

備考：鈴本（１９７４b）は，本種の種小名をacantho-

gobbii と誤記した．

吸虫類 Trematoda

Clinostomum complanatum（Rudolphi,１８１４）（メタ

セルカリア）（F）

宿主（寄生部位）：コイ Cyprinus carpio（筋肉，

１），ゲンゴロウブナ Carassius cuveri（筋肉，１，

２），ギンブナ Carassius sp.（＝Carassius gibelio

langsdorfi）（筋肉，１），フナ属数種Carassius spp．

（筋肉，３），ヤリタナゴTanakia lanceolata（＝Rho-

deus lanceolatus）（筋肉，１），ニッポンバラタナゴ

Rhodeus ocellatus kurumeus（＝Rhodeus ocellatus）

（筋肉，１），ウグイTribolodon hakonensis（＝Leucis-

cus hakonensis）（筋肉，５），モツゴ Pseudorasbora

parva（筋肉，１），スズキ Lateolabrax japonicus

（筋肉，５）

分布：島根県，鳥取県

記録：１. Aohagi et al .１９９２a（鳥取県：小山池）；

２. Aohagi１９９３c（鳥取県：鳥取市内魚屋）；３. Ao-

hagi and Shibahara１９９４（鳥取県：小山池，東郷

池，中祖谷池，加茂川，米川，島根県：木戸川，

吉田川，新建川）；５. Aohagi et al .１９９５（鳥取県：

小山池）

備考：本種はカワニナを第一中間宿主，魚類を

第二中間宿主，魚食性鳥類を終宿主とし，鳥取県

を中心として優れた研究が行われた（Aohagi et al .,

１９９２a,１９９２b,１９９３a,１９９３b,１９９３c; Aohagi and Shi-

bahara１９９４; Aohagi et al .,１９９５）．

Didymocystis wedli Ariola,１９０２（M）

宿主（寄生部位）：クロマグロ Thunnus orienta-

lis（鰓）

分布：島根県

記録：岡本２０１１（日本海：隠岐島前）

Echinostoma cinetorchis Ando and Ozaki,１９２３（メ

タセルカリア）［和名：イコウキョクコウキュウ

チュウ（移睾棘口吸虫）］（F）

宿主（寄生部位）：ドジョウMisgurnus aguilli-

cadatus（－）

分布：島根県

記録：牧野ほか１９８２（松江市：川魚店）

備考：ドジョウの生食による人体寄生例があり，

感染源と推測されたドジョウから本種が得られた

（牧野ほか,１９８２）．このドジョウは福岡から出荷さ

れたものであった（牧野ほか,１９８２）．島根県にお

けるドジョウの生食による棘口吸虫 Echinostoma

sp．の人体寄生例は礒邊ほか（１９９１）も報告している．

Echinostoma hortense Asada,１９２６（メタセルカリ

ア）［和名：アサダキョクコウキュウチュウ（浅田

棘口吸虫）］（F）

宿主（寄生部位）：ドジョウMisgurnus aguilli-

cadatus（－）

分布：島根県

記録：牧野ほか１９８２（松江市：川魚店）

備考：Echinostoma cinetorchis と同様．

Gonapodasmius sp．（M）

宿主（寄生部位）：マダイ Pagrus major（筋肉）

分布：島根県

記録：岡本 ２０１１（流通業者）

Isoparorchis hypserobagri（Billet,１８９８）（メタセルカ

リア）［和名：ナマズキノウキュウチュウ（ナマズ

気嚢吸虫）］（F）

長澤 和也・片平 浩孝・新田 理人
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異名：Isoparorchis trisimilitubis（山下・西田,

１９５５）

宿主（寄生部位）：ニホンウナギ Anguilla japon-

ica（腸管膜，鰾外壁：２），カムルチー Channa ar-

gus（筋肉，肝臓表面：１）

分布：島根県

記録：１.山下・西田１９５５（宍道湖）；２. Nagasawa

et al .２０１３（宍道湖）

備考：本種の和名は木船（１９７８）に従った．

Metagonimus takahashii Suzuki in Takahashi,１９２９

（メタセルカリア）［和名：タカハシキュウチュウ

（高橋吸虫）］（F）

宿主（寄生部位）：フナ属の１種 Carassius sp．

（＝フナ）（－），アユ Plecoglossus altivelis altivelis

（－）

分布：島根県

記録：高橋１９６７（神戸川，高津川）

備考：Nagasawa et al.（２００７b）は，高橋（１９６７）

がアユから得た本種とした同定結果は再検討を要

するとしている．

Metagonimus yokogawai（Katsurada,１９１２）（メタセ

ルカリア）［和名：ヨコガワキュウチュウ（横川吸

虫）］（F）

宿主（寄生部位）：フナ属の１種 Carassius sp.

（＝フナ Carassius carassius）（鱗：１,４），オイカワ

Opsariichthys platypus（＝Zacco platypus）（鱗：１），

カワムツ Candidia temminckii（＝Zacco tem-

mincki）（鱗：１），ウグイ Tribolodon hakonensis

（＝Tribolodon hakonensis hakonensis）（鱗：１,４，

１０），アユPlecoglossus altivelis altivelis（＝ Plecoglos-

sus altivelis）（鱗：１－９）,シラウオSalangichths micro-

don（－：１１）

分布：島根県

記録：１.影井１９６６c（高津川）;２.大島ほか１９６６

（高津川）;３.影井１９６７（高津川）;４.高橋１９６７（神

戸川，高津川）;５.影井・大島１９６８（江川，高津川）;

６. 斎藤１９６８a（高津川）;７. 斎藤１９６８b（高津川）;

８. 影井・木畑１９７０（高津川）;９.影井・木畑１９７３

（高津川）;１０.斎藤ほか１９８４（－）;１１.鈴木ほか２０００

（宍道湖）

備考：本種はカワニナを第一中間宿主，魚類を

第二中間宿主とし，アユ等の生食で人体に感染す

る．高津川流域において本種に関する一連の生物

学・疫学的研究が行われた（影井, １９６６a, １９６６b,

１９６６c）．宍道湖産シラウオに本種の寄生は１９７０年

代には認められなかったが（影井ほか,１９７６），近

年確認された（鈴木ほか,２０００）．なお，影井・木

畑（１９７３, table１）はアユを採集した岩国市を流れ

る錦川を島根県にあると記したが，正しくは山口

県であるので本目録には収録しなかった．

未同定種 Unidentified species（メタセルカリア）

（F）

宿主（寄生部位）：ミナミメダカ Oryzias latipes

（皮膚）

分布：島根県

記録：Iga １９６４（松江市：島根大学近郊）；Iga

１９６５（松江市：島根大学近郊）

単生類Monogenea

Benedenia epinepheli（Yamaguti,１９３７）（M）

宿主（寄生部位）：ヒラメ Paralichthys olivaceus

（鰭，眼，体表）

分布：島根県

記録：Ogawa et al .１９９５（養殖場）

Capsala martinieri Bosc,１８１１（M）

宿主（寄生部位）：ヤリマンボウMasturus lanceo-

latus（体表）

分布：鳥取県

記録：田村１９９６（鳥取市伏野海岸）

Dactylogyrus gotoi Gussev,１９６７（B, M）

宿主（寄生部位）：スズキ Lateolabrax japonicus

（鰓）

分布：島根県

記録：Nitta and Nagasawa２０１４（宍道湖，中海）

Dactylogyrus inversus Goto and Kikuchi,１９１７（B, M）

宿主（寄生部位）：スズキ Lateolabrax japonicus

（鰓）

分布：島根県

島根・鳥取県産魚類の寄生虫目録（１９２４－２０１４年）
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記録：Nitta and Nagasawa ２０１４（宍道湖，中海）

Dactylogyrus kikuchii Gussev,１９６７（B, M）

宿主（寄生部位）：スズキ Lateolabrax japonicus

（鰓）

分布：島根県

記録：Nitta and Nagasawa２０１４（宍道湖，中海）

Neoheterobothrium hirame Ogawa,１９９９（M）

宿主（寄生部位）：ヒラメ Paralichthys olivaceus

（鰓）

分布：鳥取県

記録：Anshary et al .２００２（日本海）；小川 ２０１０

（日本海）

条虫類Cestoda

Ligula sp.（F）

異名：Digramma alternans（鈴本,１９７４a）

宿主（寄生部位）：マハゼ Acanthogobius flavi-

manus（腹腔）

分布：島根県

記録：鈴本１９７４b（宍道湖）；亀谷１９９８（宍道

湖）

備考：鈴本（１９７４b）は本種の学名を Digrama

alternas と誤記したことに加え，誤同定の可能性が

高い．それは，この著者が記したD. alternansは通

常コイ科魚類に寄生し，マハゼを含むハゼ科魚類

に寄生しないからである．鈴本（１９７４b）と亀谷

（１９９８）の記録以外に，日本産ハゼ類の１種とマハ

ゼの腹腔から Ligula 属条虫の記録がある（市原・

亀谷，１９８７；小川，２００４）．

Tentacularia sp．（M）

宿主（寄生部位）：マアジ Trachurus japonicus

（筋肉）

分布：鳥取県

記録：岡本２０１１（加工業者）

線虫類Nematoda

Philometra inimici Yamaguti,１９４１［和名：オニオ

コゼイトセンチュウ（オニオコゼ糸線虫）］（M）

宿主（寄生部位）：オニオコゼ Inimicus japonicus

（卵巣）

分布：鳥取県

記録：Moravec et al .１９９８（鳥取県栽培漁業協会）

備考：本種に関する情報は長澤（２００８）で得ら

れる．

Philometra opsarichthydis Yamaguti,１９３５［和名：

ハスイトセンチュウ（ハス糸線虫）］（F）

宿主（寄生部位）：ワカサギHypomesus nipponen-

sis（腹腔）

分布：鳥取県

記録：保科・早繰１９５２（多稔池）

備考：本種に関する情報は長澤（２００８）で得ら

れる．

Philometroides cyprini（Ishii,１９３１）［和名：コイヒ

モセンチュウ（コイ紐線虫）］（F）

宿主（寄生部位）：コイ Cyprinus carpio（鱗下）

分布：島根県

記録：篠原１９７０（島根県水産試験場高津川試験

地）；中島１９７０（島根県水産試験場高津川試験地）

備考：本種に関する情報は長澤（２００８）で得ら

れる．

Salmonema ephemeridarum（Linstow,１８７２）（F）

異名：Cystidicoloides ephemeridarum（Moravec

and Nagasawa,１９８５）

宿主（寄生部位）：ヤマメ Oncorhynchus masou

masou（胃，腸）

分布：島根県

記録：Moravec and Nagasawa１９８５（高津川）

ヒル類Hirudinida

Limnotrachelobdella okae（Moore,１９２４）［和名：ヒ

ダビル］（B, M）

宿主（寄生部位）：－（－）

分布：島根県

記録：Yamauchi et al .２００８（宍道湖，中海）；長

澤・中野２０１２（宍道湖，中海）

備考：本種は宿主から離れた状態で発見された

が（Yamauchi et al .,２００８；長澤・中野，２０１３），魚

類寄生虫であるので本目録に含める．本種に関す

長澤 和也・片平 浩孝・新田 理人
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る情報は長澤ほか（２００８）で得られる．

Piscicolidae gen. sp.１（M）

異名：ウオビル（上野，１９４３）

宿主（寄生部位）：コイ Cyprinus carpio（－）

分布：島根県

記録：上野１９４３（宍道湖）

Piscicolidae gen. sp.２（B）

宿主（寄生部位）：シラウオ Sarangichthys micro-

don（体表）

分布：島根県

記録：Yamauchi et al .２００８（宍道湖，大橋川）

Trachelobdella livanovi（Oka,１９１０）［和名：カザリ

ビル］（M）

異名：ウオビル（谷口ほか，１９８５）

宿主（寄生部位）：ヒラメ Paralichthys olivaceus

（体表）

分布：鳥取県

記録：谷口ほか １９８５（鳥取県栽培漁業セン

ター）；松本ほか（鳥取県栽培漁業センター）；谷

口ほか １９８９（鳥取県栽培漁業センター）；Fu-

riness et al .２００７（鳥取県栽培漁業センター）

備考：本種に関する情報は長澤ほか（２００８）で

得られる．

エラオ類Branchiura

Argulus coregoni Thorell,１８６４［和名：チョウモド

キ］（F）

宿主（寄生部位）：ゴギ Salvelinus leucomaenis

imbrius（体表）

分布：島根県

記録：Nagasawa and Kawai２００８（高津川上流域）

備考：本種に関する情報は長澤（２００９）と Na-

gasawa（２０１１）で得られる．

Argulus japonicus Thiele,１９００［和名：チョウ］（F）

宿主（寄生部位）：コイ Cyprinus carpio（体表：

１），ナマズ Silurus asotus（体表：２）

分布：島根県

記録：１. 長澤ほか２００９（宍道湖）；２. 山内ほか

２０１１（水族館）

備考：本種に関する情報は長澤（２００９）と Na-

gasawa（２０１１）で得られる．

カイアシ類Copepoda

Acanthochondria spirigera Shiino,１９５５［和名：トゲ

ナシツブムシ］（M）

宿主（寄生部位）：キアンコウ Lophius litulon

（口腔壁：１,２）

分布：島根県，鳥取県

記録：１. Nagasawa et al .２００８（鳥取県：日本

海）；２.岡本２０１１（島根県：日本海［浜田市沖，大

田市沖］）

備考：Nagasawa et al．（２００８:２０）は，山口県沖

か鳥取県沖の日本海で漁獲されたキアンコウから

本種を得たと記している．本種に関する情報は長

澤ほか（２０１３b）で得られる．

Caligus orientalis Gussev,１９５１［和名：トウヨウウ

オジラミ］（B）

宿主（寄生部位）：ゲンゴロウブナ Carassius cu-

vieri（＝カワチブナ Carassius auratus）（体表,鰭,

鰓蓋内面：１），フナ属の１種 Carassius sp.（＝マブ

ナ）（体表：１），コイ Cyprinus carpio（体表：１,２）

分布：島根県，鳥取県

記録：１.鈴本１９７４a（島根県：宍道湖）；２.松本

１９８０（鳥取県：養魚場）

備考：鈴本（１９７４a）は，上記宿主のゲンゴロウ

ブナを「カワチブナ」，フナを「マブナ」として報

告した．本種に関する情報はNagasawa（２００４）と

長澤ほか（２０１０）で得られる．

Caligus sp.（B）

宿主（寄生部位）：コイ Cyprinus carpio（－）

分布：島根県

記録：上野１９４３（宍道湖）

備考：本種は，上記のトウヨウウオジラミCaligus

orientalis である可能性が示唆されている（長澤ほ

か，２０１０）．

Ergasilus sp.（F, B）

宿主（寄生部位）：ワカサギHypomesus nipponen-
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sis（鰓）

分布：島根県

記録：鈴本１９７４b（宍道湖）

Lernaea cyprinacea Linnaeus,１７５８［和名：イカリ

ムシ］（F）

宿主（寄生部位）：ニホンウナギ Anguilla japon-

ica（－：１），ムギツク Pungtungia herzi（胸鰭基

部：２）

分布：島根県

記録：１. 笠原 １９６２（養鰻池）；２. 長澤・新田

２０１４（高津川支流：白上川）

備考：本種に関する情報はNagasawa et al．（２００７

a）で得られる．

Lernaeenicus ramosus Kirtisinghe,１９５６（M）

宿主（寄生部位）：マハタ Epinephelus septemfas-

ciatus（体表：１），キジハタ Epinephelus akaara

（体表：１,２,３），アカハタ Epinephelus fasciatus（体

表：１），アオハタ Epinephelus awoara（体表：１,２）

分布：島根県

記録：１. 無記名２００４（日本海）；２. Nagasawa

et al .２０１０（日本海）；３. 岡本２０１１（日本海）

Neoergasilus japonicus（Harada,１９３０）［和名：ヤマ

トニセエラジラミ］（F）

宿主（寄生部位）：ブルーギル Lepomis macrochi-

rus（鰭）

分布：島根県

記録：長澤・新田２０１３（江津市菰沢池）

備考：本種に関する情報は長澤ほか（２００７）と

Nagasawa and Uyeno（２０１２）で得られる．

ワラジムシ類 Isopoda

Nerocila japonica Schioedte and Meinert,１８８１［和

名：ウオノコバン］（M, B）

宿主（寄生部位）：ウグイ Tribolodon hakonensis

（体表）

分布：島根県

記録：Yamauchi and Nagasawa２０１２（中海）

備考：本種は本州中部以南，四国，九州の沿岸

性魚類に寄生する（Yamauchi and Nagasawa,

２０１２）．

未同定種 Unidentified species（M）

宿主（寄生部位）：キダイ Dentex hypselosomus

（＝Dentex tumifrons）（口腔）

分布：島根県

記録：岡本２０１１（日本海［浜田市沖］）

備考：岡本（２０１１）によれば，本種の外部形態

や寄生状況はソコウオノエCeratothoa oxyrhynchaea

やシマアジノエ Conodophilus imbricatus に似ると

いう．

宿主－寄生虫リスト

島根県

ウナギ目 Anguilliformes

ウナギ科 Anguillidae

ニホンウナギ Anguilla japonica

吸虫類：Isoparorchis hypserobagri

カイアシ類：Lernaea cyprinacea

コイ目 Cypriniformes

コイ科 Cyprinidae

ウグイ Tribolodon hakonensis

吸虫類：Metagonimus yokogawai

ワラジムシ類：Nerocila japonica

オイカワ Opsariichthys platypus

吸虫類：Metagonimus yokogawai

カワムツ Candidia temminckii

吸虫類：Metagonimus yokogawai

ゲンゴロウグナ Carassius cuvieri［原著ではカ

ワチブナ］

カイアシ類：Caligus orientalis

コイ Cyprinus carpio

線虫類：Philometroides cyprini

ヒル類：Piscicolidae gen. sp.１

エラオ類：Argulus japonicus

カイアシ類：Caligus orientalis, Caligus sp.

フナ属数種 Carassius spp.

吸虫類：Clinostomum complanatum

フナ属の１種 Carassius sp．［原著では Caras-

sius vulgalis，フナ，フナ Carassius caras-

sius，マブナ］
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ミクソゾア類：Henneguya spatulata , Myxobo-

lus ellipticus , Myxobolus sphaericus

カイアシ類：Caligus orientalis

ムギツク Pungtungia herzi

カイアシ類：Lernaea cyprinacea

ドジョウ科 Cobitidae

ドジョウMisgurus anguillicaudatus

吸虫類：Echinostoma cinetorchis , Echinos-

toma hortense

ナマズ目 Siluriformes

ナマズ科 Siluridae

ナマズ Silurus asotus

エラオ類：Argulus japonicus

サケ目 Salmoniformes

キュウリウオ科 Osmeridae

ワカサギ Hypomesus nipponensis

カイアシ類：Ergasilus sp.

アユ科 Plecoglossidae

アユ Plecoglossus altivelis altivelis

吸虫類：Metagonimus takahashii, Metagoni-

mus yokogawai

シラウオ科 Salangidae

シラウオ Salangichthys microdon

吸虫類：Metagonimus yokogawai

ヒル類：Piscicolidae gen. sp.２

サケ科 Salmonidae

ゴギ Salvelinus leucomaenis imbrius

エラオ類：Argulus coregoni

ニジマス Oncorhynchus mykiss

メタモナダ類：Hetxamita sp.

ヤマメ Oncorhynchus masou masou

線虫類：Salmonema ephemeridarum

アンコウ目 Lophiformes

アンコウ科 Lophiidae

キアンコウ Lophius litulon

微胞子虫類：Spraguea americana

カイアシ類：Acanthochondria spirigera

ダツ目 Beloniformes

メダカ科 Adrianichthyidae

ミナミメダカ Oryzias latipes

吸虫類：未同定種

スズキ目 Perciformes

スズキ科Moronidae

スズキ Lateolabrax japonicus

ミクソゾア類：Kudoa sp.

単生類：Dactylogyrus gotoi , Dactylogyrus in-

versus , Dactylogyrus kikuchii

ハタ科 Serranidae

アオハタ Epinephelus awoara

カイアシ類：Lernaeenicus ramosus

アカハタ Epinephelus fasciatus

カイアシ類：Lernaeenicus ramosus

キジハタ Epinephelus akaara

カイアシ類：Lernaeenicus ramosus

マハタ Epinephelus septemfasciatus

カイアシ類：Lernaeenicus ramosus

サンフィッシュ科 Centrarchidae

ブルーギル Lepomis macrochirus

カイアシ類：Neoergasilus japonicus

アジ科 Carangidae

ヒラマサ Seriola lalandi

微胞子虫類：Microsporidium seriolae

タイ科 Sparidae

マダイ Pagrus major

吸虫類：Gonapodasmius sp.

キダイ Dentex hypselosomus

ワラジムシ類：未同定種

イボダイ科 Centrolophidae

メダイ Hyperoglyphe japonica

微胞子虫類：Microsporidium sp.

ハゼ科 Gobiidae

マハゼ Acanthogobius flavimanus

ユーグレノゾア類：Anisonema acinus, Col-

podella edax

繊毛虫類：Trichodina sp.

ミクソゾア類：Henneguya sp ., Trigonospor-

ous acantnogobii

条虫類：Ligula sp.

サバ科 Scombridae

クロマグロ Thunnus orientalis

吸虫類：Didymocystis wedli

タイワンドジョウ科 Channidae

カムルチー Channa argus
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吸虫類：Isoparorchis hypserobagri

カレイ目 Pleuronectiformes

ヒラメ科 Paralichthyidae

ヒラメ Paralichthys olivaceus

単生類：Benedenia epinepheli

鳥取県

コイ目 Cypriniformes

コイ科 Cyprinidae

ウグイ Tribolodon hakonensis

吸虫類：Clinostomum complanatum

コイ Cyprinus carpio

吸虫類：Clinostomum complanatum

カイアシ類：Caligus orientalis

ギンブナ Carassius sp.

吸虫類：Clinostomum complanatum

ゲンゴロウブナ Carassius cuveri

吸虫類：Clinostomum complanatum

ニッポンバラタナゴRhodeus ocellatus kurumeus

吸虫類：Clinostomum complanatum

フナ属数種 Carassius spp.

吸虫類：Clinostomum complanatum

モツゴ Pseudorasbora parva

吸虫類：Clinostomum complanatum

ヤリタナゴ Tanakia lanceolata

吸虫類：Clinostomum complanatum

サケ目 Salmoniformes

キュウリウオ科 Osmeridae

ワカサギ Hypomesus nipponensis

線虫類：Philometra opsarichthydis

サケ科 Salmonidae

ニジマス Oncorhynchus mykiss

ユーグレノゾア類：Ichthyobodo necator

繊毛虫類：Chilodonella sp., Ichthyophthirius

multifiliis

アンコウ目 Lophiformes

アンコウ科 Lophiidae

キアンコウ Lophius litulon

カイアシ類：Acanthochondria spirigera

スズキ目 Perciformes

オニオコゼ科 Synanceiidae

オニオコゼ Inimicus japonicus

線虫類：Philometra inimici

スズキ科Moronidae

スズキ Lateolabrax japonicus

吸虫類：Clinostomum complanatum

アジ科 Carangidae

マアジ Trachurus japonicus

条虫類：Tentacularia sp.

カレイ目 Pleuronectiformes

ヒラメ科 Paralichthyidae

ヒラメ Paralichthys olivaceus

単生類：Neoheterobothrium hirame

ヒル類：Trachelobdella livanovi

マンボウ科Molidae

ヤリマンボウMasturus lanceolatus

単生類：Capsala martinieri

まとめと今後の研究課題
本目録によって，島根・鳥取両県の魚類から３７

種の寄生虫が報告されていることが明らかになっ

た．その内訳は，ユーグレノゾア類３種，繊毛虫

類２種，微胞子虫類１種，ミクソゾア類４種，吸

虫類７種，単生類６種，線虫類４種，ヒル類２種，

エラオ類２種，カイアシ類５種，ワラジムシ類１

種である．また，これら以外に，メタモナダ類，

繊毛虫類，微胞子虫類，ミクソゾア類，吸虫類，

条虫類，ヒル類，カイアシ類，ワラジムシ類に種

名がまだ決定されていない寄生虫があることが分

かった．３７種のうち，島根県と鳥取県からそれぞ

れ３０種と１０種が報告されている．

本目録で整理された両県における魚類寄生虫の

種数は，例えば隣県の広島県と比べるとかなり少

ない．広島県では，淡水魚と汽水魚だけでも５０種

の寄生虫（メソミセトゾア類１種，ユーグレノゾ

ア類１種，アピコンプレックス類２種，繊毛虫類

２種，ミクソゾア類６種，吸虫類３１種，単生類６

種，条虫類２種，線虫類３種，ヒル類１種，二枚

貝類２種，エラオ類２種，カイアシ類５種）が記

録され（長澤・新田，２０１２），これに海水魚の寄生

虫を含めると約８０種以上が報告されている（長澤，

未発表）．換言すれば，島根・鳥取両県における魚

類寄生虫研究はまだきわめて不十分であり，生物

相解明のため，今後，更なる調査研究が必要と言
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えよう．加えて，隠岐諸島の淡水魚寄生虫に関す

る知見は過去になく（長澤ほか，２０１３a），本諸島に

おける魚類寄生虫研究も強く望まれる．

関連して，Ho（１９８０）はわが国の水族寄生性カ

イアシ類について，犬吠岬以南の太平洋岸からの

記録が多くを占め，日本海からの知見が少ないこ

とを指摘した．同様な知見の不足は魚類寄生虫の

他分類群にも当てはまり，島根・鳥取両県に限ら

ず，わが国の日本海における魚類寄生虫相の解明

は今後の大きな研究課題である．

これまでに島根県と鳥取県で行われた魚類寄生

虫に関する研究で，特に優れた研究が２つある．

それは，影井 昇博士（国立予防衛生研究所）に

よって島根県高津川流域で行われた横川吸虫

Metagonimus yokogawaiに関する研究（影井，１９６６

a，１９６６b，１９６６c）と，青萩芳幸博士ら（鳥取大学

医学部）によって鳥取県を中心として行われた吸

虫類の Clinostomum complanatum に関する研究

（Aohagi et al .,１９９２a,１９９２b,１９９３a,１９９３b,１９９３c;

Aohagi and Shibahara,１９９４；Aohagi et al .,１９９５）

である．両寄生虫とも魚類の生食によってヒトに

も感染するため，彼らの研究は人体寄生虫学を背

景としたものであるが，公表された研究結果には

魚類寄生虫でもある両寄生虫の生物学的知見が多

く含まれている．また，その論文には両寄生虫の

魚類における感染状況が示されており，社会・環

境条件が変化した今，同様な調査を行って感染状

況を比較すると興味深い結果をもたらすかも知れ

ない．

斐伊川は島根県の船通山に発し，雲南市で久野

川と三刀屋川と合流した後，出雲市と松江市にあ

る宍道湖，大橋川，中海，境水道を経て，松江市

と鳥取県境港市との境界から日本海に注いでいる．

中海（８６．２km２）と宍道湖（７９．１km２）は海水の影

響を受ける大きな汽水湖で，斐伊川下流域から境

水道にはさまざまな汽水魚や通し回遊魚，純淡水

魚が生息している（石飛ほか，２０００；無記

名，２０００）．また，中海・宍道湖とその周辺水域に

おいて，ハゼ類のシンジコハゼとビリンゴ，ヌマ

チチブとチチブ，シモフリハゼとアカオビシマハ

ゼ，ヨシノボリ類３種はすみ分けをしている（越

川，２００１）．このため，魚類分布や生息環境の違い

に留意しつつ研究を進めるならば，魚類寄生虫の

流程分布や宿主利用に関する生態学的知見を得る

ことができるだろう．
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